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プロジェクトの発足理由

2017年4月。八戸工業大学映像研究部内である一人のヒーローが

誕生しました。

名をHITマンといいます。これまで大学内のイベントに参加してきたのみなら

ず、動画の製作とその動画のSNS上での公開。加えて外部団体との共同イ

ベントの開催など活動の域を着々と伸ばしてまいりました。

この度そんなＨＩＴマンを次の世代へとつなぎ、さらなる大学と地域の発展の

ために学生チャレンジとして活動していくことを決意いたしました。



プロジェクト活動表
スケジュール名 開催日 概要

HITマン新シリーズ制作 6月 新キャストとスタッフを迎えて新たな設定でリブート

SF大会内ローカルヒーロー
博覧会への参加

7月 ヒーロー制作をしている団体の方々との交友関係を深めると同
時に新企画を発足させるための企画運営

湊町七夕祭りへの参加 7月 会場でのグリーティングなど地域交流

八戸空想文化祭 9月 水木一郎さんが主導のイベントにてワークショップ開催

日本ローカルヒーロー祭へ
の参加

10月 ヒーローを制作している団体の方々と合同ショーを開催したり
ファンの方々と交流を深めたりする

劇場版東北英雄阿弖流為
の撮影

11月 当部キャラクターＨＩＴマンのキャラが出演（マグボット）

ローカルヒーロー祭
でのデータ集計

12月 グッズアンケート等のデータ集計

イノベーションベンチャー
コンテスト

1月 審査員特別賞を受賞。

プロジェクト終了 2月 活動を通しての結果発表



プロジェクト経過報告

HITマン新シリーズ製作を通して
HITマン及び大学のPR活動

スーツ装着並びにアクション体験のワークショップ開催
を通しての映像製作に興味を持っていただくきっかけ作り



プロジェクト経過報告

ローカルヒーロー博覧会での他団体との交友を
通して団体間での協力関係の確立

他団体との合同ショー開催でのより高位なPR活動
（東北英雄阿弖流為＋シンデレラマジックEASTとの

合同ショー）



プロジェクト経過報告

著名人との撮影および宣伝活動を通しての
さらに幅広い認知

仮面ライダー５５５ 乾 巧 役
半田 健人

仮面ライダー９１３ 草加 雅人 役
村上 幸平

ウルトラマンコスモス アクター
柏崎 博志

超神ネイガー
有限会社F2-ZONE（エフツーゾーン）

代表取締役
海老名 保



プロジェクト経過報告
映像の制作とアイテム制作を同時進行で
行うには制作スタッフの人手が足りなさ
すぎたため今回はあくまで試作したアイ
テムの体験を目的としたワークショップ
の開催やアンケートを実施することによ
る商品の需要研究に努めました。

その結果左のようなデータを収集できま
した。
若年層（10代～30代）には缶バッチや

キーホルダーなど安価に手に入るグッズ
が人気で、高年層（40代～70代）には若

年層と同じく缶バッチやキーホルダーな
どのような安価なものや1/2ヒーローマ

スクや可動武器などのような置物やなり
きりグッズに使えるものが人気であるこ
とがわかりました。この結果を通して、
若年層向けには安価に手に入るグッズを
高年層向けにはクオリティに力を入れた
少し値段設定の高い商品を勧めることが
無難であるといえます。
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ＨＩＴマンアイテム購入希望アンケート結果

1/2ヒーローマスク

15,000円

缶バッチ

200円

キーホルダー

200円

ファイル（キャラクターイラスト付き）

400円

ハサミ型可動武器

1,000円

君にもできる！必殺技を打ってみ

よう体験 300円
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年代別ＨＩＴマンアイテム購入希望

ワークショップ タスクビルダー プレッシャーコーグ

ファイル（キャラクター） 1/2ヒーローマスク キーホルダー

缶バッチ



今後の展望

現在の活動を維持しつつさらに八戸市を舞台

にしたご当地ヒーロー企画・運営や東北全域

で活動するヒーローの運営を開始する。

題して…
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ご清聴ありがとうございまし

た。


